
平成26年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その６

平成26年６月17日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

（午後２時10分　再開）

○議長（石橋英和君） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

　日程に従い、一般質問を行います。

　順番12、19番　小林君。

〔19番（小林　弘君）登壇〕

○19番（小林　弘君） よろしくお願いします 。

議長のお許しをいただきましたので、通告に

従いまして、一般質問をさせていただきます。

　今回の質問は、大きく３項目であります。

　まず項目の１は、中学校統廃合による問題

についてであります。

　平成 28年４月に、西部中学校、学文路中学

校を橋本中学校に統合し、新しい中学校とす

るため、統合準備会においていろいろな協議

をされてきていると思います。

　会議の傍聴もさせていただいた上で、次の

質問をさせていただきます。

　①これまでの経過について。

　②統廃合直後、学校が荒れると聞くが、対

処は万全にできるか。

　③不便になる地域への対処はどうしますか。

　④統廃合の土地利用はどのように予定して

いますか。

　項目の２、消防団支援法により求められる

処遇改善についてであります。

　1950年代には、全国に約 2,000 万人いた団

員が次第に減り、今は約 87万人とピーク時の

４割ほどになっている。本業の仕事を持ちな

がら、いざというときは救助や消火活動に駆

けつける消防団は、地域を守るのに欠かせな

い存在であるとの思いから、以下の質問をさ

せていただきます。

　①本市としての装備充実と処遇改善の取り

組みは。

　②本市の消防団協力事業所は。

　③市職員の消防団への加入状況は。

　④消防団応援ショップ事業について。

　項目の３は、雨水利用推進法についてです。

　きのうのニュースで流れていました栃木県

宇都宮市の１時間 86㎜のゲリラ豪雨がありま

した。被害に遭われた方々にお見舞を申し上

げるとともに、明日は我が市との思いから、

次の質問をさせていただきます。

　①市内の浸水被害の状況は。

　②道路公園等関係部局や住民等と連携し、

雨水の浸透、貯留、利用を含めた地域にとっ

て最も望ましい雨水管理計画の状況は。

　③本市公共施設における雨水利用の状況は。

　以上三点、よろしくお願いいたします。

○議長（石橋英和君） 19番　小林君の質問項

目１、中学校統廃合の問題に関する質問に対

する答弁を求めます。

　教育長。

〔教育長（小林俊治君）登壇〕

○教育長（小林俊治君） 中学校統廃合のご質

問にお答えします。

　これまでの経過についてですが、橋本中学

校、学文路中学校、西部中学校については、

平成28年４月には、この３校の生徒数が 100

人前後となることから、市民の合意形成を図

り、中学校統合を円滑に進めるために、平成

25年８月に各学校別に統合準備会を立ち上げ 、

協議を行っています。

　これまでに、西部中学校区は６回、学文路

中学校区は５回、橋本中学校区は４回開催し

ています。これまでの協議内容は、通学補助

を含む統合に伴う負担軽減、通学路の安全対

－129－



策、橋本中学校の環境整備について、及び統

合後の跡地利用についてです。

　二点目の統廃合直後、学校が荒れると聞く

が、対処は万全にできているかについてお答

えします。

　三つの中学校が統合し、新しい中学校にな

ることから、学校が荒れないように、統合の

前からの対応が必要と考えております。これ

まで、統合する三つの中学校区の小学校、中

学校の校長会議を開催し、スムーズに混乱な

く統合できるよう協議を進めているところで

す。その中で、統合前から子どもたちの交流

活動も計画的に実施していく必要があると確

認しているところであります。引き続き、こ

の学校長会議で協議を行い、対応していきま

す。

　さらに、統合後、安定した教育活動を行え

るように、教員の人数も多く配置できるよう

県教育委員会に要望し、体制を調えていきた

いと考えていますので、ご理解のほどよろし

くお願いします。

　三点目の不便になる地区への対処ですが、

平成25年度に橋本市立小・中学校児童生徒の

通学補助の適正化協議委員会で協議し、提言

がありました。中学生については、概ね５㎞

程度または徒歩で 60分程度を超える場合、何

らかの通学補助が必要と考えています。これ

に該当するのが、山田・吉原地区となります

ので、通学バス導入の方向で、地元の方と調

整をしていきたいと考えています。

　四点目の統廃合後の土地利用についてです

が、学文路中学校跡地については、従来から

こども園の建設を予定しており、新たに学文

路地区公民館の建設も検討しております。西

部中学校跡地については、現在統合準備会に

おいても検討中ですので、ご理解をお願いし

ます。

○議長（石橋英和君） 19番　小林君、再質問

ありますか。

　19番　小林君。

○19番（小林　弘君） 少子高齢化が進む中、

中学校が廃校になり、また幼稚園、保育園も

廃園になっていく地域になるんですけども、

若い世代に魅力がなくなり、より一層過疎化

に拍車がかかってくるであろうという両地域

への活性化の対策はどのように予定をしてい

るのか、明確な答弁をよろしくお願いします。

○議長（石橋英和君）教育長。

○教育長（小林俊治君） 議員のご質問にお答

えします。

　老齢化、人口減少に伴う地域の衰退につい

ては、教育委員会も教育、文化、スポーツの

振興に真摯に取り組んでまいります。しかし

ながら、教育委員会だけで解決できる問題で

はない問題でもあります。今後、この問題に

ついては、市全体の重要課題として取り組ん

でまいります。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君） 合併していく中で、い

ろいろ心配事がたくさんあると思いますので

この合併の問題については、要望したいこと

みたいなことになってしまうんですけども、

跡地利用については、学文路のほうについて

は地区公民館またはこども園建設と、誠に喜

ばしい話でありますけれども、その跡地の近

くに防災上危険な箇所があると聞いています

ので、これを質問されると脱線してしもたら

あかんので、要望みたいな形になるんですけ

ども、本市として地元と連携し、一刻も早い

対処をしていただきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いします。

　また、３校が統合されることにより、今ま

で以上の教育がされますことを切にお願いし

て、この問題についてはこれで終わります。

○議長（石橋英和君） 次に、質問項目２、消

防団支援法による処遇改善に関する質問に対
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する答弁を求めます。

　消防長。

〔消防長（寺垣内　守君）登壇〕

○消防長（寺垣内　守君） 本市の装備充実と

処遇改善の取り組みについてお答えします。

　消防団を支援する法であります消防団を中

核とした地域防災力の充実強化に関する法律

が、昨年 12月に制定、施行されました。同法

は、消防団の重要性を明記するとともに、消

防団の装備の充実、団員の確保、団員の処遇

改善などについて、施策の方向づけをし、消

防団が中核となり、地域の防災力を強化しよ

うとするものであります。

　本市としましても、現在消防団の充実強化

に取り組んでいるところです。消防団員の確

保については、就業形態の変化、少子化等に

より消防団員の担い手の減少が全国的な問題

となっていますが、本市は、消防団員定数

585 人に対し、実員が 584 人であり、定数を

ほぼ確保できている状況です。

　消防団の装備については、年次計画を持っ

て、毎年消防団車両を更新しており、本年度

は３台の車両を更新予定です。また、無線の

デジタル化に伴い、全車両に車載用及び携帯

用デジタル無線機を配備するとともに、消防

団役員には携帯用デジタル無線機を配備しま

した。さらに、安全確保のための装備品とし

て、救助用編み上げ靴、救命胴衣等の整備を

図っているところです。今後も、安全確保の

ための装備品及び救助活動用資機材の整備に

努めます。

　消防団員の処遇改善については、国の政令

改正に伴い、本年３月議会において、退職報

償金の条例改正を行い、本年度から団長から

団員までの全階級で一律５万円の引き上げを

行います。団員の報酬・手当については、本

市の一般団員の年額報酬は３万円で、全国平

均額は約２万 5,000 円です。また、本市の１

回の出動手当は 2,600 円で、全国平均額は約

2,560 円となり、いずれも全国平均レベルを

やや上回るので、報酬等の見直しについては

今後、他の市町村の動向を考慮しながら、慎

重に精査していきたいと考えています。

　次に、本市の消防団協力事業所についてお

答えします。

　消防団協力事業所表示制度とは、事業所の

消防団活動への協力が、社会貢献として広く

認められると同時に、事業所の協力を通じて

地域防災体制がより一層充実されることを目

的とした制度で、平成 18年度に設けられまし

た。

　本市におきましては、橋本市消防団協力事

業所表示制度実施要綱を定め、本年４月から

施行しております。現在のところ、橋本市内

には認定事業所はありません。この消防団協

力事業所表示制度は、消防防災体制の充実強

化につながると考えられますので、今後はホ

ームページ等で広報するなど、一層の推進を

図っていきます。

　次に、市職員の消防団への加入状況につい

てお答えします。

　現在消防団に入団している市職員の数は 14

人です。職員が消防団として活動することは

地域防災の推進を図る上で、住民から理解を

得やすくなるとともに、職員にとっても防災

行政の一層の理解促進につながるものと考え

ています。

　最後に、消防団応援ショップ事業について

お答えします。

　消防団応援ショップ事業とは、近年、全国

的に消防団員数が減少しており、将来の防災

の担い手となる若い団員の確保が急務となっ

ている状況から企画された事業で、地域の力

によって消防団を活性化し、減少傾向にある

消防団員の確保を目的に、飲食店や物品販売

店、事業所などから、消防団員などに割引等
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のサービスの提供をいただくもので、新規入

団者の確保に効果があったという事例が報告

されています。

　本市としましては、現在消防団員の数は定

数をほぼ確保できていますが、この事業は、

消防団活性化対策の一つと考えますので、今

後検討してまいります。よろしくお願いしま

す。

○議長（石橋英和君） 19番　小林君、再質問

ありますか。

　19番　小林君。

○19番（小林　弘君） ありがとうございまし

た。

　消防団員が、現在 584 人いらっしゃるとい

うことで、橋本市の場合は定数に足っている

というお答えでしたけども、これからだんだ

んと自営業の方も少なくなり、消防団の確保

というのは大変難しくなってくるにあたり、

消防団応援ショップ事業なんかを取り入れて

いただいて、取り入れていただくと、また橋

本市の活性化にもつながっていくんだなと思

います。各自治体では、いろいろなサービス

なんかも受けれるような感じでされていると

思うんですけども、なかなか本市だけでやっ

ていくのは難しい中で、商工会に協力いただ

くとか、飲食組合みたいなところの皆さんに

協力いただくとかでやっていっていただけれ

ばありがたいと思います。

　今は、橋本市の消防団員の確保は、各分団

または班のほうにお任せされている状況でよ

ろしいんでしょうか。

○議長（石橋英和君）消防長。

○消防長（寺垣内　守君） 議員おただしの件

なんですけども、消防団員の退団、入団に関

しましては、各地区の分団の分団長等、区長

とで協議して入団していただいている状況で

す。

　以上です。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君） そしたら、今のところ 、

分団長または区長で賄いできている状況にあ

るとは思うんですけども、これが賄いできな

い状況になってきた場合には、これから本市

と消防署としては、どういう募り方をしてい

くんか教えていただければありがたいです。

○議長（石橋英和君）消防長。

○消防長（寺垣内　守君） 議員ご質問の件な

んですけども、全国的に男性の消防団員の確

保が難しくなっている市町村にありましては

女性の方の消防団員という形で、後方支援の

ほうに回っていただくために、分団をつくっ

てやっているところもございます。現に、和

歌山市、高野町の男性の消防団員が少なくな

り、女性の消防団員で入っていただいている

と。本市でも２人のほう入っていただいてい

るんですけども、徐々に比率的に女性の方も

入っていただかんなんかなというような形に

はなってくると思います。

　以上です。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君）ありがとうございます。

　冒頭にも述べさせていただいた中で、消防

団というのは本当に地域の防災には欠かせな

いもんであると思いますので、これからも処

遇というのは、一応消防団というのはボラン

ティアでやらさせていただいているという感

じが強いんですけども、できるだけ装備のほ

うとか十分に手配していただいて、消防団が

いつまでも定数を割らないようにやっていた

だけますように心からお願いして、この質問

は終わります。

○議長（石橋英和君） 次に、質問項目３、雨

水利用推進法に関する質問に対する答弁を求

めます。

　総務部長。

〔総務部長（枡谷俊介君）登壇〕
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○総務部長（枡谷俊介君） 市内の浸水被害の

状況についてお答えします。

　橋本市内で、過去数回にわたり浸水した地

域としては、岸上地区、学文路地区、南馬場

地区、伏原地区等があります。

　最近の浸水状況についてご説明させていた

だきますと、岸上地区については、農産物直

売所のやっちょん広場及びその周辺が、平成

21年10月の台風 18号、平成 23年９月の台風 12

号及び平成 25年９月の台風 18号により浸水し

ました。特にやっちょん広場は、平成 23年９

月の台風 12号及び平成 25年９月の台風 18号の

際には、屋内にも浸水被害が発生しました。

　学文路・南馬場地区については、平成 23年

９月の台風 12号及び平成 25年９月の台風 18号

の際に、大谷川周辺の団地が浸水し、避難勧

告を発令しました。平成 25年９月の台風 18号

襲来の際は、住家被害として床上浸水が３件

床下浸水が４件、浄化槽被害が 48件発生しま

した。また、非住家被害としては、２件の浸

水被害が発生しました。

　伏原地区については、雨天樋川周辺の住家

等が、平成 21年10月の台風 18号、平成 23年９

月の台風 12号及び平成 25年９月の台風 18号に

より浸水しました。特に平成 25年９月の台風

18号の際には、住家の浄化槽１件、車両４件 、

トラクター１台に浸水被害が発生しました。

　続きまして、台風を含めたゲリラ豪雨によ

る浸水被災地区ですが、過去被災した地域と

して、妻地区、小原田地区、下兵庫地区、神

野々地区、向副地区、賢堂地区、学文路地区

名古曽地区、伏原地区がございますが、ゲリ

ラ豪雨による浸水被害は、短期集中的な豪雨

による水路のオーバーフローが主な原因とさ

れています。

○議長（石橋英和君）市民生活部長。

〔市民生活部長（石井美鈴君）登壇〕

○市民生活部長（石井美鈴君） 雨水管理計画

の状況についてお答えします。

　雨水の利用の推進に関する法律は、近年の

気候の変動等に伴い、水資源の循環の適正化

に取り組むことが課題となっていることを踏

まえ、その一環として、雨水の利用が果たす

役割に鑑み、雨水の利用を推進することを目

的として、平成26年５月１日施行されました。

　この法律によりますと、水資源の有効な利

用を図り、あわせて下水道、河川等への雨水

の集中的な流出を抑制するため、雨水の利用

を推進することで、国等の責務を明らかにす

るとともに、基本方針等の策定、その他の必

要な事項を定める必要があるとされています。

　まず、国が雨水の利用の推進に関する基本

方針を定め、都道府県はその基本方針に即し

て当該都道府県の区域内における都道府県方

針を定めることができるとされており、さら

に市町村におきましては、国や県の計画に沿

って計画を定めることができると規定されて

います。

　したがいまして、本市では、国土交通省の

方針、和歌山県の計画が策定された後、本市

の自然的、社会的条件に応じた雨水等の利用

方法について検討していくこととなります。

　ゲリラ豪雨や台風による浸水被害対策とし

て、インフラ整備を進めていくことはもちろ

んのこと、住民レベルでの対策に対する助成

策としては、災害時の防火用水として雨水を

一時的に貯留する施設の新設または不要とな

った浄化槽の雨水貯留施設への転用等が考え

られますが、今後、市民のニーズや他市の状

況等を踏まえて、調査・研究していきたいと

考えています。

　次に、本市公共施設の雨水の利用状況につ

いてお答えします。

　既存の施設では、橋本市民病院、橋本小学

校において、地下タンク等に雨水を一旦貯留

し、植栽等の散水に利用しています。また、
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本市内にある広域組合のごみ処理場において

も、同様の利用をしています。今後、新設の

施設については、国土交通省の方針や和歌山

県の計画等を参考にしつつ、雨水の有効利用

について調査・研究していきたいと考えてい

ますので、ご理解のほどよろしくお願いしま

す。

○議長（石橋英和君） 19番　小林君、再質問

ありますか。

　19番　小林君。

○19番（小林　弘君） ありがとうございまし

た。

　避難拠点の雨水タンクの設置は、橋本小学

校だけということですね。

○議長（石橋英和君）市民生活部長。

○市民生活部長（石井美鈴君） そのとおりで

ございます。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君） まず、お金もかかって

くると思いますけれども、避難拠点には全て

雨水タンクの設置というのは、していってい

ただければありがたいかなと。各避難拠点に

おいて、防災訓練というのは行われておると

思うんですけども、水というのは蛇口をひね

ったら出るもんだという感覚というのが、な

かなか人間というのはすり込まれていると思

うんで、こういうのを利用したまた防災の訓

練をされることが大事なことだと思うんやけ

ども、どう思われますか。

○議長（石橋英和君）総務部長。

○総務部長（枡谷俊介君） 議員おっしゃると

おりでございまして、まず雨水をためるとい

うことで災害を防げる、水の量を減らせると

いうこともございますので、それからそれを

利用する方法を事前に職員、それから住民の

皆さんで知悉しておくということも必要だと

思いますので、そういうことは重要になって

まいると思います。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君） ありがとうございまし

た。

　きのうのような宇都宮市の１時間に 86㎜と

いうゲリラ豪雨が降った場合に、雨水のコン

トロールというのはなかなか難しいと思うん

ですけども、きのうもそういうニュースの中

で、橋本市も多分しょっちゅうこれからこう

いう状況ですので、ゲリラ豪雨というのはい

つ見舞われるかわからないという状況にある

と思うんです。雨水をコントロールするには

前の質問のときもお願いしたのは、水利組合

との協力とか、日頃からの水路の清掃等が非

常に大事になってくると思うんですけど、そ

ういうのは常に指導はされて、とられている

んかなというのをお答えください。

○議長（石橋英和君）経済部長。

○経済部長（笠原英治君） 市内には、 610 の

ため池とそれに伴う水路敷があるんですが、

基本的に全て地元の水利組合のほうに管理の

ほうはお任せしております。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君） ちょっと水利組合とい

うのは別の組織になってしまうのかなという

ことなんですけども、何年か前の朝方のゲリ

ラ豪雨によったときに、よく土砂崩れが起こ

っているのは、水利組合が山手で管理してい

る水路があまりに整備されていないことで、

草が詰まって、法面のほうへ流れ出してよう

崩れるということで、そういうことが起こっ

ても、水利組合のもんやからといって、当局

としてはほっとくわけにはいかんと思うんで

すけども、そういうのでまた忙しく朝から走

り回らなあかんということが起こってくると

思うんですけども、日頃からの水利組合との

連絡というのは、これからもそういう連絡協

議会みたいなのは立ち上げる予定というのは

ないんでしょうか。

－134－



○議長（石橋英和君）経済部長。

○経済部長（笠原英治君） 市内の水利組合の

ほうから、たくさんの農業施設の整備の要望

が上がっておるわけなんですが、基本的に３

割を地元負担していただいて、７割を市が負

担した形で優先順位をつけまして、順次整備

しておるような状況でございます。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君）ありがとうございます。

　雨水の利用という話から入っていって、水

利組合の話に持ってくるのはちょっと筋違い

かなとは思うんですけども、橋本市としては

雨とのつき合いを上手にしていけば、職員が

ゲリラ豪雨が起こった場合に走り回らんでも

当然走り回らなくてはならないとは思います

けども、その人数が少し減ったりとか、でき

ることがあると思いますので、雨水のタンク

なんかのことを、国が雨水を上手に利用しな

さいよというのが決まってきたんで、こうい

うのに対して補助金を出していけれるような

方向に、これから考えていってくれています

か。

○議長（石橋英和君）市民生活部長。

○市民生活部長（石井美鈴君） 先ほどもご答

弁させていただきましたように、今後、計画

の策定も含め、調査・研究をしてまいりたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君） すいません。 ありがと

うございます。

　ちょっとお聞きしたいんですけど、先ほど

貯留できる施設、何箇所かおっしゃっていた

だいたと思うんですけども、各施設の貯留で

きる量を教えてください。

○議長（石橋英和君）市民生活部長。

○市民生活部長（石井美鈴君） 橋本市民病院

の場合は、地下タンク容量が 127.3 ㎥、橋本

小学校の地下タンクにつきましては 150 ㎥、

広域ごみ処理場の地下タンクでは 23㎥となっ

ております。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君） そしたら、そういう今

ためれる貯留施設があるということで、その

施設で使われているのは、先ほど花壇に対し

ての散水とか、全てそういうことでやられて

いるということですかね。

○議長（石橋英和君）市民生活部長。

○市民生活部長（石井美鈴君） 利用としまし

ては、先ほども申し上げましたとおり、植栽

等の散水ということでお聞きしております。

その際は、地下タンクのほうからポンプアッ

プして植栽等に散水しているということだそ

うです。

　以上です。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君） そしたら、ありがとう

ございます。

　ゲリラ豪雨が来る前には、その施設につい

ては、貯留しておる水はちょっと抜いておく

んですかね。

○議長（石橋英和君）総務部長。

○総務部長（枡谷俊介君） これら三つの貯水

タンクについては、水をためておくことで災

害時、被災時に水を利用するということもご

ざいますんで、そういう意味もありまして、

散水に利用するとともに、被災時の水という

ことで、随時ずっとためておりますが、散水

することにより循環をさせているという状況

でございます。

○議長（石橋英和君）19番　小林君。

○19番（小林　弘君）ありがとうございます。

　本当に先ほども言わせてもらいましたけど

も、ゲリラ豪雨が来ると、なかなか水のコン

トロールというのは難しいと思います。けれ

ども、国がこういう雨水の被害がたくさん出

てくるということで、こういう方針になった
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と思います。橋本市も上手に空から降ってく

る雨を恵みの雨はあるんですけど、ゲリラ豪

雨やったらかなり迷惑がかかるものになって

くると思いますので、それをコントロールで

きるような雨水対策、これから今後もできる

ようになっていただきたいと思いますので、

どうかよろしくお願いします。

　これにて私の質問は終わらせていただきま

す。ありがとうございました。

○議長（石橋英和君） 19番　小林君の一般質

問は終わりました。
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